
平成29年度　福祉のまちづくり研究所企画運営委員会　【事後評価】

1 モーション・パラメータ応用技術開発 ・成果の目標項目などを具体化すること
・評価手法の有効性等の検討をすること
・非常に簡単な方法で、生活に必要な筋力の低下度合いを分類でき、有用である
・データを蓄積し、有効性を示すエビデンスを集めること
・生活筋力の低下を計測するシステムとして、広く全国的に使われるようにすること
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